
2013/11/26

1

宇宙飛行士

野口 聡一

映像：会場のみで投影
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【背 景】

�人類の宇宙進出から半世紀

�宇宙に関する研究は「人類の生存可能性を問う」

から「宇宙でより豊かな生活を実現する」へ

�宇宙進出の意義と成果を人文社会学的アプロー

チから追求したい

【目 的】

� ヒトが宇宙にいったときに経験する

�自己の適応の過程

�定位感の変化

�集団規範の変化

を、主に飛行士本人の発言記録から

認知学、心理学的アプローチにより明らかにする
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【仮 定】

宇宙空間への適応の過程で、自己表現・発言形式
に変化は生じるのではないか？

宇宙空間への適応は、地球上のあらゆる地点に対
する認知的な参照枠を相対化するのではないか？

上下の無い宇宙空間への適応は、対人関係に影響
を及ぼし集団規範の変化を促すのではないか？

【テキストマイニングの方法】
�宇宙から発信されたツイートデータおよび宇宙

空間で記録された日記文章を対象とする

�ツイートの内容を分かち書きし、単語の出現頻

度や属性、そして単語の共起関係などから発

言の特徴を時系列的に沿って分析

�解析にはTEXT MINING STUDIO （数理シス

テム社製）を使用
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分かち書き処理(形態素解析＋構文解析)
ラ ッ ク の 移 設 と 吸 排 気 配 管 の 設 置 を 担 当 。

コンピュータに

とって、テキストは

文字の羅列でしかない

形態素解析形態素解析 単語単位に分けてはじめて

コンピュータで扱える形になる

– その際、単語の原形・役割（品詞）を求める

構文解析構文解析
単語同士の意味の繋がりを

求めることで文章の形を得る 係り-受け関係

ラックの 移設と 吸排気配管の 設置を 担当。

ラック の 移設 と 吸 排気 配管 の 設置 を 担当 。

ツイート例文（滞在初期）

Soichi Noguchi  @Astro_Soichi

宇宙から雪像が見えるといい
のだけれど、難しいかな。

この文を

「形態素解析」
すると…
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分かち書き処理の実例

宇宙から 雪像が 見えるといいのだけれど

難しいかな

さらに

構文解析

見出し語 原型 品詞 品詞詳細 係り先 述語属性

【テキストマイニングの結果】

�主に以下の3つのポイントに焦点を当てて、結果を

整理、考察を行った。

1. コレスポンデンス分析により、宇宙滞在の心理

的な変化を時系列とともにとらえる

2. 地上の特定地域を通過するときの表現の変容

3. 宇宙と地上の「時差」（ローカルな時刻への配

慮）
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１. 表現傾向の時系列的な変化

Soichi Noguchi  @Astro_Soichi

ロシア人コスモノートによる宇宙
遊泳が行われてます。船外で６
時間楽しい活動中！

∗ 時系列的な変化を抽出するため、それぞれのデータの滞在
期間を4つの区分（1期：滞在初期、2期：中期、3期：後期、4

期：帰還直前）に分割して分析を進めた。

コレスポンデンス分析コレスポンデンス分析コレスポンデンス分析コレスポンデンス分析
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２. 通過情報に関する変化

Soichi Noguchi  @Astro_Soichi
Mon.28 Dec 2009 22:15:54

ISSのトレッドミルでジョギングしました。

30分で地球を半周。8.627マイルも飛び

ました。すごいでしょ！

地球：この３件は定位感と
は異なる表現

滞在週毎の通過情報ツイート数の推移
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３. 地上との「時差」の配慮

Soichi Noguchi  @Astro_Soichi
Sun.21 Mar2010 08:04:48

おはようございます。いまから１じかん20

分後に東北地方を通ります。夕方だから

見えやすいかも。今日は日曜なので休
み。日本は三連休中日ですね。

基準となった標準時別にみた滞在週毎の

挨拶表現の推移

滞在中期以降、

母国（日本）の時

刻を意識した挨

拶が皆無となり、

グリニッジ標準時
が基本となる

滞在前期から中

期までは母国

（日本）の時刻

を意識した挨拶
がちらほら出現

〇グリニッジ標準時に合致

▲日本標準時に合致
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宇宙船内で撮影された画像を解析し、宇宙への適

応過程でみられる集団規範を社会心理学的に解析

する

� 微小重量空間＝上下の無い社会で何が変わる？

� 「高い位置」の優位性は？

� 「タテ社会」や「横並び志向」など、階級への配慮
がみられる傾向はあるか？

� 宇宙への適応過程で新しい「集団規範」が生じる可
能性があるのではないか？

【画像解析による集団規範の観察】

映像：会場のみで投影
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